
 

 

 

 

 

 

 

 

～ あ い さ つ ～ 

中野島中学校区地域教育会議議長  乾 充德 

今期令和４年度の中野島中学校区地域教育会議活動では、ここ３年に上るコロナ禍が続き、多くの活動自粛

を余儀なくされておりましたが、徐々に社会生活も回り始め、今年大人会議と称し【教育を語る集い】「いじ

め問題と地域関係者の関わり方」に焦点をあてた講演・学習会を【一般社団法人ここから未来アドバイザー】

渡邉信二先生をお招きし、企画開催いたしました。また、年間を通して各学校・幼稚園・保育園等（１０団体）

単位ごとに、こども達と一緒に行う「花植え事業」（今年度もコロナ感染を鑑みて参加自粛）にも協力してま

いりました。これからも、より充実した内部啓発活動と外部発信活動を目指し「地域の輪」を広げていきたい

と思います。 
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大人会議 ～いじめ問題と地域関係者のかかわり方～ 

中野島中学校区地域教育会議大人会議では、渡邉信二先生にご講

演いただき、いじめ問題が起きた時に、地域の大人としてどのよう

に関わることができるのかについてご講演いただきました。 

渡邉先生からは、「いじり＝いじめ」であること、いじめられたと

いう傷は、「時間が解決」するわけではないこと、そして、大人がそ

の不穏な空気を見抜く、そのアンテナを磨かなければいけないなど

たくさんのことを、書籍や事例を交えて教えていただきました。 

 その後、グループごとに討議を行い、大人として何がで

きるのかを話し合いました。大人が変わらなければ子ど

もも変わらない。だからこそ大人が気付き、動くことが大

切だとあらためて感じる機会となりました。 

２月８日（水）開催 

於：中野島中学校 



子ども花植え活動 

平成１８年に始まり、今年で１７年目に入った花植え活動は、「花を植えることで、お世話になっている地域の方々

に、感謝の気持ちを伝えたい」という当時の子どもたちの発想で始まりました。今年も地域教育会議では、各小中

学校や幼稚園、保育園、子ども文化センターの１０ヶ所に花の苗を送りました。 

 

＜東菅小学校＞ 

１１月９日、園芸委員会１６名で花植えを行いました。どの花にするのか、

どの位置に植えたらよいのか、自分たちで計画を立てて準備をしてい

ました。当日は、実際に花を土の上に置き、高さや色合いを確かめなが

ら丁寧に植えることができました。子どもたちが登下校で通る正門横

の花壇が、とても華やかなものになりました。ありがとうございました。 

 

＜下布田小学校＞ 

今年度は、まず３年生以上のクラスの代表と、各委員会の代表からなる

代表委員会で、花植え活動の趣旨を確認し、誰が植えるか検討しました。

その結果、「飼育・せせらぎ委員会」の児童が担当することになり、１２月１５

日（木）に花植えを行いました。「地域の方や全校児童、来校された方が

笑顔になるように、できるだけみんなの目につくところに植えよう」とか、

「同じ色が隣にならないように植えよう」など、考えながら活動しました。 

色とりどりのパンジーとビオラは、正門前と畑に植えました。ぜひご覧ください。児童にとっては、地域の方に支

えられていることを改めて知る機会になりました。ありがとうございました。 

 

＜中野島小学校＞ 

フラワー委員会で、学校に来る皆さんが気持ちよく過ごせるよう

に、正門の前に花壇を作っています。花を植えた後は、委員会のメン

バーが交代で水やりをしています。 

 

＜中野島フレンズ保育園＞ 

 １月１２日の午前中に年長児さんが、ビオラとチューリップの球根を玄関前

や園庭中の花壇に植えました。この日はポカポカ陽気に恵まれ、暖かい日差

しの中、一人ひとりが優しく丁寧にそして慎重に植える姿がありました。保育

園が明るく奇麗になり、近隣の方にも喜ばれました。年長児さんが１年生に

なる頃、チューリップの花も咲き「１年生おめでとう」とお祝いや応援をして

くれるでしょう。お花の寄贈、いつもありがとうございます。 

花植え活動参加団体 

 中野島のはら保育園 中野島フレンズ保育園 東菅幼稚園 

 中野島幼稚園 東菅小学校 下布田小学校 中野島小学校 

 中野島中学校 カリタス女子中学高等学校 中野島こども文化センター 


